
文化部活動改革（部活動の地域に向けた実証事業等）

令和6年度

地域文化クラブ活動への移行に向けた実証事業

（一社）絆スポーツクラブ萩
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

698.9 k㎡面積

41,637人
※令和6年12月末日人口

13校公立中学校数

845人
※令和6年12月末日

公立中学校生徒数

13 部活部活動数

設置済

（萩市部活動改
革推進会議）

市区町村の協
議会・検討会議
等の設置状況

萩市における中学
校部活動の地域

移行にかかる改革
スケジュールを策定

市区町村の推進
計画・ガイドライン
等の策定状況

・文化部活動においては、新たな価値（学びや
体験）の創出や子供たちの多様な体験機会を
確保する観点から、地域クラブ活動として文化活
動体験メニューを用意して、地域の指導者を学
校や公民館等へ派遣する取組を実施。
・本市の文化芸術関係の指導者は高齢化が

進んでいる。
・本市の、教職員に対し地域クラブ移行に際し、

兼職兼業届を提出し地域クラブの指導者として
関わっていただけるか調査を実施したが、83％の
教職員が関わることが難しいと回答し、指導者の
確保に苦慮している。

・本市は少子化が著しく、１５歳未満の割合
は､人口の８.０％（令和５年９月末日現在
の住民基本台帳）まで低下している。
・少子化による学級数の減少、部活動において

も、団体競技が難しく、地域クラブ活動の受け皿
の創出が課題。
・受け皿の拡充として、特に吹奏楽について、

楽器保管庫、楽器の移動、指導者の確保等課
題が山積している。
・本市は広域であり、島嶼部もあるため、地域ク

ラブの活動場所までの移動手段が確立できてい
ない。

【萩市における中学校生徒数の見込み】 【萩市における中学校生徒数の見込み】
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会（学校教育課、部活動改革推進室、スポーツ振興課、文化・生涯学習課）

・学校教育課 各学校、学校運営協議会、保護者等との協議

・部活動改革推進室 各種調整、部活動改革推進室事務局

・スポーツ振興課 萩市体育協会、社会スポーツ団体、スポーツ少年団等のスポーツ団体との協議,調整

・文化・生涯学習課 萩市文化協会との協議調整

◉首⾧部局 教育委員会への助言

●外部（協力団体）の役割分担

・絆スポーツクラブ萩 地域クラブの運営、体験会の開催、指導者研修会

萩市教育委員会内に、
「部活動改革推進室」の設置
文化体験活動メニューの募集

令和６年４月

文化体験活動メニューの開始令和６年５月

萩市議会6月定例会 一般質問令和６年６月

第8回 部活動改革推進会議

アドバイザー招聘（スポーツ庁）

令和６年７月

萩市議会９月定例会 一般質問令和６年９月

地域移行に関するｱﾝｹｰﾄの実施令和６年10月

指導者育成研修会の開催

地域移行に関するｱﾝｹｰﾄの実施令和６年11月

萩市議会12月定例会 一般質問令和６年12月

保護者説明会の実施

第9回 部活動改革推進会議令和7年 1月

・業務管理

行政 (萩市）

・指導助言

行政 (教育委員会）

学校教育課

スポーツ振興課

文化・生涯学習課

部活動改革推進室
スタッフ:クラブ関係者

謝金の支払

運営サポート団体 (絆スポーツクラブ萩）

事務局

・指導者の調整

・活動場所の利用調整

・学校や指導者との連絡調整

・スケジュール管理

クラブの指導者として所属
（絆スポーツ人材バンク）

クラブ関係者

教職員・市役所職員
（兼職兼業）

退職教員

保護者・大学生

文化・芸術指導者

・安全管理

・活動場所の確保

国の実証事業受託

ｱｽﾘｰﾄｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ

支援団体

指導者育成

支援団体

学生派遣

各中学校 各中学校 各中学校

周知・理解

保護者

保護者

生徒 生徒

生徒 生徒

希望する活動
に参加

文化体験活動メニュー
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地域文化クラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

②各クラブに関すること（文化体験活動メニュー）

会費指導者数活動場所実施期間参加者実施時間帯実施回数クラブ名

無料1人公民館R6.5月～4名（小学校 2名 中学校 2名）10:00 ～ 12:00全１１回美術（絵画・デッサン）

無料1人市民館R6.5月～4名 （中学校 4名）10:00 ～ 12:00全９回生け花

無料2人市民館R6.5月～6名 （中学校 6名）10:00 ～ 12:00全10回茶道

無料1人明倫学舎R6.5月～3名 （中学校 3名）13:00 ～ 16:00全２回探究活動体験

無料1人公民館R6.5月～3名 （中学校 3名）10:00 ～ 12:00全１１回演劇

無料1人市民館R6.5月～2名 （中学校 2名）10:00 ～ 12:00全９回竹紙ものづくり

無料3人市民館R6.5月～12名（小学校 10名 中学校2名）9:30 ～ 11:30全１１回合唱

無料4人市民館R6.5月～3名 （中学校 3名）10:00 ～ 12:00全１２回日本舞踊

無料1人市民館R6.5月～1名 （中学校 1名）10:00 ～ 12:00全６回⾧唄三味線

無料1人市民館・オンラインR6.12月～1名 （中学校 1名）17:30 ～ 18:30全１１回朗読

12クラブ実施した地域クラブ総数13校中学校数

0部活A:部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数）
ケース別クラブ数

12 クラブB:部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等）

18 人全体の運営スタッフ数18 人全体の指導者数

③体験会
無料1人店舗R7.２月20名（小学校 10名 中学校10名）14:00～16:00 ２回/年染物体験
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

美術（絵画・デッサン）・生け花・茶道・
探究活動体験・演劇・竹紙ものづくり・合
唱・日本舞踊・⾧唄三味線・朗読・染物
体験

地域クラブ活動で実施
した種目

(一社）絆スポーツクラブ萩運営団体名

R6.5月 ～ R7.4月 ～期間と日数

人材バンク登録者指導者の主な属性

市民館、公民館 等活動場所

徒歩、自転車、保護者による移送主な移動手段

無料（材料代、保険代 実費）１人あたりの参加会費
等（年額）

スポーツ安全保険
生徒１人あたり:800円/年１人あたりの保険料

文化体験活動メニュー 、体験会 活動概要

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

●統括（絆スポーツクラブ萩） 10 名
役割:各クラブの指導者が理事となり、理事会等により情報共有を行う

絆スポーツクラブ萩の事務員（コーディネーター）が指導者や会場の
調整を行う。

●指導者
役割:地域クラブ活動の指導

（一社）絆スポーツクラブ萩

絆ランニングクラブ萩 ネクサスKIZUNA 萩クラブ
地域クラブ 地域クラブ 地域クラブ

（陸上競技） （ソフトボール） （軟式野球）

萩市 ・ 教育委員会
（部活動改革推進室）

行政 協力団体 協力企業

青山学院大学陸上部,アスリートキャリアセンター
至誠館大学

（実証事業委託） （指導者研修会、指導者派遣） （協賛金等）

萩市内協賛企業

地域クラブ

文化体験活動
（文化体験会）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・萩市では、「総括コーディネーター」と
「地域クラブコーディネーター」の2名を
配置。それぞれの役割を分けて業務を
実施した。
・運営支援アプリを開発・導入し、地域ク
ラブの運営に使用。（練習日誌等）

《総括コーディネーター:退職中学校⾧》

《地域クラブコーディネーター:退職学校教員》

主な業務:学校との連絡調整、各種説明会への参加（校⾧会、各競技団体、保護者カフェ等）、CS1プロジェクトの調整

主な業務:地域クラブ（絆スポーツクラブ萩）事務局、謝金計算、施設予約、指導者連絡調整、保険加入手続き 等

保護者カフェでの説明教育委員会に2名配置 新入者説明会

〔学校との連絡調整〕 《総括コーディネーター》

《地域クラブコーディネーター》

〔各種協議や説明会〕

〔CS1プロジェクトの立ち上げに向けて〕

・定期的に市内（13校）校⾧を訪問・電話し、取組状況の聞取を実施（毎月1回以上）

・市内競技団体との協議（11種目）、保護者カフェ参加（3回）、校⾧会（6回）

・各中学校区（13校）協議、調整を行った。
※各中学校区で地域の「ひと・こと・もの」を生かした生徒の活動の場を創出するもの。
体力づくりやレク活動、地域理解を深める活動、地域貢献活動 等

・部活動に代わる地域クラブの拡充（生徒の活動の場の保証）
・部活動改革の周知（小中学校、教職員、児童、生徒）
・地域らしさを生かしたCS1プロジェクトの立ち上げ
・地域人材、資源の積極的活用（予算の確保）

・地域クラブ（運営団体・実施主体）をまとめていく組織の設立
・地域クラブ活動に参加する子供たちを、将来的に地域クラブ活動を担う
人材として育成していくこと（事務局含）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ:指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

「青山学院大学陸上部」と「一般社団法人アスリートキャリアセンター」が共同で

開発した「クラブコーチ育成研修会」を令和５年度に引き続き開催した。

今年度は、10名が受講し、研修会を受講した指導者が、クラブの指導を行った。

令和5年度に受講した参加者を対象に「フォローアップ研修会」を開催し、学び直

しの機会を設定した。

取組事項

取組の成果・課題

研修会の様子・参加者属性

※

※ 「クラブコーチ育成研修会」とは、箱根駅伝優勝常連校である、青山学院
大学陸上部 原晋監督が、指導の中で培った「チームマネジメント手法」と
「正しく安全な運動指導」の要素をカリキュラムとしてまとめた研修会。

「クラブコーチ育成研修会」の開催 大学生 2名

行政職員 3名

教員 1名

スポーツ
推進委員 1名

一般 3名

クラブコーチ育成研修会の様子

「青山学院大学陸上部」と「一般社団法人アスリートキャリアセンター」が共同で開発した「クラブコーチ
育成研修会」を令和５年度から開催し、合計46名が受講した。
研修会を学んだ指導者が、地域クラブの指導や体験会の指導を行い、安心・安全に指導できる体制
整備を行った。

R5

R6

令和5年度は２日間連続の開催であったが、令和6年度においては、オンライン研修（３日間）と
現地研修（1日間）に分けて開催することにより、参加者に参加しやすい環境を整えた。

【取組の成果】

【取組の課題】
「 クラブコーチ育成研修会」を令和５年度から開催しているが、スポーツ関連の指導者の受講はあるが、
文化・芸術関連の指導者は、専門性が強く、受講がない。ただし、学校教員に変わる指導者の育成
確保は今後も重要となることから引き続き内容の一部見直し等も図りながら継続していきたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ:関係団体・分野との連携強化

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

①

①

〔成果〕
・大学生やスタッフとの関係構築が図れ、多世代交流を実施できた。
・教員免許状取得を目指す大学生にとって、中学生と交流することで良い経験を積めた
・生徒同士で様々な意見を出し合い、「やってみたい」活動の創出から実施までができた。
〔課題、対応方針〕
・次年度以降も、事業を継続していきたいが、学生の派遣頻度、学校の選定（広域で
講師、スタッフの移動時間）等に課題がある。

●取組項目名 ウ:関係団体・分野との連携強化
取組事項/イメージ図 取組の成果

今後の課題と対応方針

至誠館大学

人材バンク登録者

地域の指導者

《令和6年度 モデル２校の取組》

《第1回目》 自己紹介とやりたい事の確認（洗出し）

《第2回目》 実施種目・活動内容の決定

対象生徒: 24名 ※小学校5，6年生 ＋ 中学校１,２年生
スタッフ: 大学生（３年生）3名

〔実施種目・活動〕

・漬物づくり

《第３回目》 活動の準備（交渉）

中学生の「やってみたい」に応えるため、絆スポーツクラブ萩及び至誠館大学が、平日の放課後の活動を
見越した実証として、生徒と企画から実施までを一体となって行う取組を実施。
多世代との交流や、自主的で、自発的な活動を通して地域社会に参画する機会を創出することを目的
に、子どもの新たな居場所づくりに取組んだ。

・指導者の確保

《第４回目》 活動の実施

・地域指導者を招いて指導を依頼（実施）
地域全体で、子どもたちの「やってみたい」をサポート
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ:面的・広域的な取組

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

・文化体験活動メニューを設定したが、多くの活動は市

中心地となってしまっているが、２活動（美術、演

劇）については地域の生徒が参加できるよう指導者が

地域に出向いて活動を開催した。

・須佐、田万川エリアについては市内中心地から会場

まで、移動時間が約60分かかるため、移動方法や保

護者に負担がかかるため、今後、地域で指導者、活動

を発掘していく必要がある。

・文化体験活動については、活動の機会提供、興味

関心の獲得を目的としており、取組の成果発表の場を

提供できたことは生徒にとってもより深く学んでいきたいと

感じていただく機会となった。メニューの提供もだが成果

発表の機会も併せて検討をしていく。

取組事項 今後の課題と対応方針

取組の成果

萩市は広範囲（萩エリア・川上、旭エリア・田万川、須佐エリア・むつみ、福栄エリア）にわたるため、生徒
の移動手段を軽減するため、市内中心部外でも地域で
活動が出来るよう（R6は演劇、美術）指導者を派遣して実施した。

【演劇】

【美術】

作品の展示（発表）文化体験メニュー作品を各所で展示を行い、成果発表に繋がった。（美術）

■萩市美術展

期間:10月13日（日）～20日（日）
場所:萩・明倫学舎3号館2階

市民ギャラリー 大・小展示室
（ふれ愛ギャラリーぶらっと）

■大井ふるさとまつり

期間:11月3日（日）
場所:大井公民館

■世界遺産「明治日本の産業革命遺産」絵画展

期間:11月25日（月）～2月16日（日）
場所:萩・明倫学舎3号館2階

市民ギャラリー 大・小展示室
（ふれ愛ギャラリーぶらっと）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ:内容の充実①

取組事項

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

1 人指導者数20人参加人数

市内伝統文化の体験属 性

山口県萩市で100年続く染め物屋「岩川旗店」では、伝統の染
技術を活かし「のれん」や「大漁旗」、「のぼり」を制作している。

職人が、市内、小中学校生徒に対し体験の機会を提供すること
で子どもたちが伝統文化に触れる機会を提供した。

具体的な内容

参加者の声

謝金:1600円/時間 ※2時間×2回
（準備や材料費等、企業の負担が大きいため経費要件等）運営経費

活動の詳細

・令和6年度、萩市では「文化体験活動メニュー」として13の体験活動メ

ニューを用意（申込は11活動）したが、様々な体験活動により子どもたち

の「興味関心・意欲向上」を図っていくことが必要であることから、地元企業

である岩川旗連に協力をいただき、「染物体験」を2回開催した。

・少子化が進行する中で、地域文化の継承と振興は重要な課題であり、

今回、子どもたちが地域の特色のある文化芸術に主体的に参加したことは、

部活動地域移行に関する「地域展開」、「地域連帯感」を強める事にも

資する活動となった。

・今後、より地元企業、地元文化に触れる機会を提供し、地域文化の楽し

さや感動、地域の人々の優しさに触れる機会を提供していきたい。

地元企業の協力 小・中学生が参加

・今回、初めて「染物」を体験しましたが、色々な色を使用して、
自由に染めて楽しかったです。

・体験会では、インクを生地に「塗る」と思ってました、業界では、
「塗る」はタブーで「染める」が正しいと教えてもらいました。

・今回は、染めるのみでしたが、「鯛」の型取りは、地元の「菊が浜」
の砂を活用されていてこういうところに地元の伝統文化を感じました。

・このような体験会がもっともっとあればいいなと思いました。楽しかっ
たです!
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ:内容の充実②

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

取組の内容、今後の課題 文化体験活動メニュー、体験会

会費指導者数活動場所実施期間参加者実施時間帯実施回数クラブ名

無料1人公民館R6.5月～4名（小学校 2名 中学校 2名）10:00 ～ 12:00全１１回美術（絵画・デッサン）

無料1人市民館R6.5月～4名 （中学校 4名）10:00 ～ 12:00全９回生け花

無料2人市民館R6.5月～6名 （中学校 6名）10:00 ～ 12:00全10回茶道

無料1人明倫学舎R6.5月～3名 （中学校 3名）13:00 ～ 16:00全２回探究活動体験

無料1人公民館R6.5月～3名 （中学校 3名）10:00 ～ 12:00全１１回演劇

無料1人市民館R6.5月～2名 （中学校 2名）10:00 ～ 12:00全９回竹紙ものづくり

無料3人市民館R6.5月～12名（小学校 10名 中学校2名）9:30 ～ 11:30全１１回合唱

無料4人市民館R6.5月～3名 （中学校 3名）10:00 ～ 12:00全１２回日本舞踊

無料1人市民館R6.5月～1名 （中学校 1名）10:00 ～ 12:00全６回⾧唄三味線

無料1人市民館・オンラインR6.12月～1名 （中学校 1名）17:30 ～ 18:30全１１回朗読

－－－－0名－－二胡

－－－－0名－－オカリナ

無料1人店舗R7.２月20名（小学校 10名 中学校10名）14:00～16:00 ２回/年染物体験

令和6年度は、12種類の多様な「文化体験活動メニュー」「体験会」を用意し、多様な体験ができる機会の提供を行った。 活動によっては募集を行っても、参加者

が０名という活動もあり、子どものニーズ調査や、将来的に持続可能な活動を目指し、今後は会費徴収の在り方を検討していく必要がある。

体験活動メニュー

体験会
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ:参加費用負担の支援等①

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

取組事項 地域クラブに係る経費

公的資金

100 ％

クラブ活動費

98.4％

クラブ運営費 1.6％

収入 支出

・指導者謝金

・クラブ活動消耗品

コーディネーター費用令和6年度は萩市では「文化体験活動メニュー」と
「体験会」として1１の体験活動を行った。
地域クラブの運営には、運営スタッフ・ 指導者謝
金、体験会に最低限必要な消耗品、（材料
費）など、開催経費（イニシャルコスト）が必要と
なる。
また、施設使用料（冷暖房代）等も必要となっ
てくることから、施設料の在り方（減免等）も今
後検討していかなければならない。
この度は、公的資金100％であったが、地域クラブ
の持続的な活動を行うためには公的資金に頼りす
ぎないクラブの運営体制を構築していく必要がある

公的資金のみに頼る運営体制を改善し
ていかなければならない。

次年度以降は、公的資金の割合を削減
し、受益者負担による運営へ移行す
る実施用を図りたい。

部活動の地域クラブ移行には持続可能な運営を実現させるためには、財源確保が必須であり、参加者からの会費徴収をしていかなければ、実施が難し
い。民間企業からの寄付や、ふるさと納税を活用した取り組みを実施していく必要がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク:その他の取組

ア:関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ:指導者の質の保障・量の確保

ウ:関係団体・分野との連携強化

エ:面的・広域的な取組

オ:内容の充実

カ:参加費用負担の支援等

キ:学校施設の活用等

ク:その他の取組

取組事項

取組の成果

中学校区のコミュニティを活用し、学校や学校運営協議会、中学校区内に小中一貫指導を行う、生活圏で身近に活動できるスポーツ文化クラブの設立を目指す。

多世代との交流を通して、子どもたちの人間形成の寄与に資する取り組みを行う。

【R6取組】

総括コーディネーターを中心に、各学校、地域の公民

館等を訪問し、調整、依頼を行った。

CS1プロジェクトでは、どこが主体となってこの取り組み

を進めていくのか、どのように運営を行うのか明確なも

のがなかったことから「ガイドライン」を策定。

（CS1プロジェクト:コミュニティ・スポーツ文化クラブ・ワン）

《立ち上げのタイプを整理》
①地域の既存の組織を活用するタイプ
②公民館の活動を活用するタイプ
③学校が主体となり「課外活動」とするタイプ

・ガイドラインを策定し、これを基にコーディネー
ターがすべての学校の校⾧等と協議をもったこと
により、立ち上げに向けて具体的に動き始めた。
・各中学校区が抱える課題や、学校が力を入
れて取組みたい教育活動に対応したCS1の取
組が考えられる。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

令和6年度地域文化クラブ活動体制整備事業では、生徒の

興味・関心・意欲向上を目的とした、12活動の文化体験活動メ

ニューの提供、地域の伝統文化の体験会（染物体験）の開催、

大学生を活用した、生徒の自主的・主体的な参加による企画活

動など様々な活動を通じた実証を行った。

こうした背景には、これまで萩市では地域クラブの拡充を重点に

置き、取組を進めてきたが、萩市は他市に比べ広域であり、少子

高齢化も進行しているため、地域ではより、受け皿の確保や生徒

の移動が難しいことから、地域クラブの拡充を行っていくことは重要

なことではあるが、地域格差がより広がってしまうことが分かった。ま

た、取組を進める中で、情報が正確に伝わっていないこと、地域ク

ラブ移行に関する周知理解が広がっていないこと、市内の教員の

８割が部活動の従事を望んでいないことが分かり、「地域移行」

から「地域展開」への考え方を広げていかなければ、今後の取組

が難しい状況が分かった。本市としても、これを踏まえ、少子・高

齢化の中でも将来にわたり子ども達がスポーツ・文化芸術活動に

継続して親しむことができる機会を確保するため、必要な対応に

ついて、「部活動会改革推進会議」の中で協議し、令和8年4月

からの休日地域クラブ活動への移行及び令和8年８月から平日

を地域クラブ活動への移行について、地域の実情等に応じて可能

な限り早期の実現、よりよい活動環境の創出を今後もしていかな

ければならない。

令和7年１月に開催した「第９回部活動改革推進会議」萩市の今後、目指していく
新たな活動の場「HAGI ☆ STAR PROGRAM （ハギスタープログラム）」の
方向性等の整理を行った。
今後の事業実施に当たって、 「HAGI ☆ STAR PROGRAM」組織の基本的な考
え方や実施内容を関係者とより協議を重ね、「地域全体」で作り上げる「地域展開」を
実施していく。令和7年度は、改革推進期間以降の、将来的な枠組みや運営方策の
検討等を視野に入れて、地域クラブ活動の維持・運営に必要なコストや受益者負担
等と公的資金の適切なバランスの検証、 経済的困窮世帯への参加費用負担支援
の金額・スキームの検証などの取組を検討していく。 令和７年に開催される「部活動改
革推進会議」では上記の方向性等を整理し、検討、協議していきたい。

●成果の評価・今後に向けて



15

アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケート結果 調査対象: 萩市立小学校５・６年生 ５５１名
萩市立中学校１・２年生 ５３８名

〔アンケート結果はこちら〕
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

美術（絵画・デッサン） 演劇 合唱 生け花

茶道探究活動体験 竹紙ものづくり

日本舞踊

⾧唄三味線

染物体験
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地域文化クラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー
学校、生徒、保護者協会、競技団体、文化団体、市教委、総括コーディネーター、コーディネーター、
PTA連合会、市議会、至誠館大学、青山学院大学陸上部

●経過
・令和5年度より部活動改革推進会議を設置。萩市、青山学院大学陸上部、（一社）アスリートキャリ
アセンター、（一社）絆スポーツクラブ萩の４社協定を締結し、部活動地域クラブ移行に係る取組を
開始。

・先行取組種目として、萩市内の陸上競技部の休日の学校部活動を廃止。
・第7回部活動改革推進会議において、「萩市部活動改革のスケジュール」※を示した。

※令和８年４月から、休日の学校部活動を終了し、さらに８月の新チームからは、平日を含むすべ
ての学校部活動を地域移行を目指す。

・令和6年度より萩市教育委員会内に部活動改革推進室の設置、総括コーディネーターを配置し、
cs1プロジェクト（コミュニティ・スポーツ文化・ワン）の取組を実施。
※中学校区のコミュニティに小中一貫指導を行う１つのスポーツクラブ設立により、生活圏内で

身近で活動できるスポーツ、文化クラブの創設をめざす。
・令和6年1月 第8回部活動改革推進会議を開催し、「萩市における部活動改革推進組織」について
「地域クラブの認定要件について」の協議。

・令和7年1月 第9回部活動改革推進会議を開催し、 「萩市部活動改革のスケジュール」の一部
見直し案を提案。

●実施内容
〔令和６年度の主な取組〕
・体験活動メニュー（R6:12活動）の実施

・令和７年度は、原則、すべての学校部活動で、平日の活動日は週３日以内をとする。

・大学との連携により、地域クラブが少ない周辺地域の中学校へ大学生を派遣し、「やってみたい」活動の

創出や多世代との交流等、自主的で、自発的な活動を支援していく。（地域サポート活動）
・10月 萩市内の小学校5,６年生、中学生1,2年生、またその保護者を対象にアンケート調査を実施。

（回答数:小学校計 440名/551名 、 中学校計 370名/538名 ）
・11月 萩市内学校教員に対し、兼職兼業に関する希望調査アンケートを実施）

（回答数:教員数計 315名/340名 、 262名（83％）が協力できないと回答 ）

令和４年

協議会設置、
検討開始

関係団体、生徒、
保護者への説明

令和５年 令和６年

実証事業開始
指導者研修会
受け皿の拡充

部活動活動日縮小の
取組

第9回部活動会
推進会議

（移行スケジュールの決定）

実証事業開始
指導者研修会
受け皿の拡充

9月～

（4日間 → 3日間）

１月

（スケジュールの見直し）

●実施にあたって生じた課題
・原則クラブ化した種目について学校部活動としての大会参加はなし。

→ 秋の陸上新人大会について地域クラブで出場し、総合優勝を獲得した一方、生徒
の出場選択の機会を奪っているのではないかとの意見があった

・令和７年度は、原則、すべての学校部活動で、平日の活動日は週３日以内をとする。
→ 受け入れ団体確保の取組を実施する中で、部活動を縮小することは、生徒は行き

場のない中、活動機会が奪われることとなるのではという意見があった。
※当初予定は、R7は部活動の平日の活動日は週２日とする予定としていたが、
平日の活動日は週３日以内を継続することとなった。

●今後の展開
・広域で島嶼部もあり、他市に比べて少子化が進行する萩市にとって、単に部活動を地域クラブに移
行するのみでは、子ども達の多様なニーズを叶えていくことは難しいことが分かった。
・「地域移行」が進まない理由の一つに、「情報が正確に伝わっていない」事が分かり、今後は「地域移
行」から「地域展開」という多様な地域人材により、多様なスポーツ・文化芸術活動を通じて子どもたち
一人ひとりが生涯にわたって、星のように輝くことができるよう「地域全体」でサポートする仕組みの構築
が必要である。
・萩市では、 「地域全体」 で子ども達をサポートする部活動に変わる「新たな活動の場」
「HAGI ☆ STAR PROGRAM （ハギスタープログラム）」の取組を今後実施、展開する。

中学校部活動

・卓球部
・陸上競技部

（例）

様々な活動
スポーツ・文化芸術
体験活動
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3.今後の方向性①
（スケジュール）

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ（第7回 部活動改革推進会議時策定）
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3.今後の方向性②
（スケジュール見直し）

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ（第9回 部活動改革推進会議以降変更）
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3.今後の方向性③

地域クラブ活動
従来の学校の部活動に
変わる新たな活動の場

CS1活動
（コミュニティ・スポーツ文化クラブ）

生徒の活動を各中学校区で
支える活動の場

地域サポート活動
地域のサークルや団体、学生など多様な
地域住民がサポートする活動の場

スポーツ・文化芸術 体験活動
興味・関心・意欲向上を 目的

地域習亊活動
従来からある地域の習い事

HAGI ☆ STAR PROGRAM
様々なスポーツ・文化芸術活動を通じて、子どもたち一人ひとりが生涯にわたって、星のように輝くことができるよう「地域全体」でサポートする
仕組みです。

〔HAGI ☆ STAR PROGRAM とは〕

★部活動に無かった新種目や気軽に取り組める活動など、多様な活動を確保し、ニーズに合った活動の場を「地域全体」で提供します。
★持続可能なスポーツ・文化芸術活動を構築し「地域全体」で未来に繋いでいきます。
★「地域全体」で子どもたちの挑戦を支え、子どもたちを育てます。

〔HAGI ☆ STAR PROGRAM コンセプト〕

（ ハギ スター プログラム ）

～地域移行から地域展開へ～（目指す姿）
萩市が考える新たな活動の場のイメージ

04 ｽﾎﾟｰﾂ・文化芸術
体験活動


